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1 感染症研究拠点整備に関する諸会議の開催状況等にっいて

前回の所管事項調査以降に開催された会議等にっいては、次のとおり。

(1)長崎大学における感染症研究拠点整備に関する地域連絡協議会

(平成28年4月1日設置)

ア目的

長崎大学が計画を進めている高度安全実験(BSL-4)施設を中核とする感染症研究

拠点整備に関する検討を行うにあたり、検討状況に関する情報の地域住民への提供を
行うとともに、地域住民の安全・安心の確保等について協議する。

※協議事項

①長崎大学による感染症研究拠点整備に関する安全・安心の確保に関すること

②地域住民に対する感染症に関する情報提供の在り方に関すること

③その他地域連絡協議会が必要と認めた事項

イ主催感染症研究拠点整備に関する連絡協議会(事務局長崎大学)

ウ委員構成

0近隣連合自治会長・自治会長(7名)

高尾地区連合自治会長、山里地区連合自治会長

山里中央自治会長

0その他地域住民等(7名)

長崎市PTA連合会会長(山里小学校PTA会長)、公募委員(6名)

0学識経験者・専門家(7名)

←一ー、・ーーー、〕
長崎大学学長特別補佐、長崎大学熱帯医学研究所長、長崎大学感染症

熱帯医学研究所教授、'長崎大学感染症共同研究拠点准教授

・ 1 ・

、

0行政(2名)

長崎県福祉保健部医療政策課長、長崎市市民健康部地域保健課長
0長崎大学(5名)



工 直近の開催状況

第 13 回 平成 29年12月20日(7k)

17時30分~20時20分

日'、時

第 14 回 平成 30年2月9日(金)

17時30分~20時00分

オ主な意見等

①長崎大学の感染症研究拠点の中核となる

高度安全実験旧SL-4)施設の基本構想につ

いて

②諸外国のBSL-4施設について

③安全確保上考慮すべき事象について

回数

第 13 回

主,な,'議一,題

・H29年9月に基本構想を取りまとめ、製本したのであれば、地域連絡協

議会の委員に配付するのは当然ではないか。事務局には、きちんと対応

してもらいたい。

・各議題について、大学の説明時間が長すぎる。もっと議論の時間を取っ

てほしい。

・諸外国のBSL4施設について、分かりやすい説明があったのはよかった。

・万がーの事故があった時に、責任をとれる国の第三者機関が設置された

後にBSL4施設を設置しても遅くない。

・安全確保上考慮すべき事象(りスクァセスメント)については、非常に

重要であるので、シナリオ別にわかりやすく資料を作成して、紹介して

ほしい。

協議会の運営の改善策について

委員からの質問・意見への回答について

平成30年度予算政府原案について

安全確保上考慮すべき事象について

協議会の委員の選任について

」

第 14 回 ・反対する住民がゼロになるまで建設してはならないとは言わないが、合

意の状況を客観的に測定する方法を決めておくべき。

・現在稼働している長崎大学の BS口からの排気について、ウイルスが排

気されていないか検査してほしい。

・万が一事故が起こった場合の人的・物的・金銭的損害の補償をどのよう

に担保するのか明らかにしてほしい。
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(2)その他

ア地域住民からの陳情等

平成 29年11月24日(金)

11時30分~12時30分

日,時

平成 29年12月19 ・日(火)

巧時30分~16時30分

陳者:BSL4施設の中止を求める自 '、^ロ^

H28年11月の設置容認は住民の合意を得ていないた

め、撤回を求める。

地域連絡協議会の運営が、大学からの説明中心である

ので改善を求める。

市から大学に住民との話し合いの場を設けるように申

し入れを行うとのことだが、結果報告を求める。

主な意見等

平成30年2月2日(金)

19時00分~20時30分

陳者:BSL4施設の中止を求める自 '、^ロ^

・H28年Π月の設置容認は住民の合意を得てぃないた

め、撤回を求める。

・地域連絡協議会の運営が、大学からの説明中心である

ので改善を求める。

・市長においては、地元に出向いて直接住民の意見を聴

くことを求める。

市民連絡会

市長と地域住民の意見交換会(長崎市平和会館)

・市民の明確な合意を得られるまでは、BSL4施設の設置

容認は、白紙撤回することを求める。

・施設自体の必要性は認めるが、坂本キャンパスという

設置場所が問題である。

・世界最高水準の安全性を目指して努力してぃるが、最

初はよいが、長年経った時にどぅなるのか心配。

・長崎大学でしっかり運営していけるのか心配。

・ぜひ、今後は市からも大学に対して、しっかりと説明

と情報を発信するように指導してほしい。

・インフラが整っている坂本に設置することは理解でき

る。りスクアセスメントを十分に行うことが住民の不

安の解消になると考える。

イ長崎市から長崎大学に対する申し入れ

市民連絡会

平成 30年2月14日(水)

14時30分~14時45分

日 時

地域住民との双方向のコミュニケーションの推進

地域連絡協議会の運営方法の改善

地域との共生に向けた取組みの強化

申し入れ事項
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